
(仮称)まちづくり基本条例の制定に向けた具体的な取り組みとして、「燕市まちづくり基本条例市民検

討会議」の第15回目の会議を9月11日土曜日に吉田公民館で開催しました。

その内容についてお知らせします。

１面

「第 1５回まちづくり基本条例市民検討会議」を開催しました。

第 15 回市民検討会議の主な内容

●ワークショップ
テーマ (仮称)まちづくり基本条例素

案の全体像と提言書の確認につい
て
・意見交換とグループ別発表

●意見交換
テーマ まちづくり基本条例市民フ

ォーラムについて
・予定内容の説明とアイデア募集

市民フォーラムでの提言を目指し、

最後の調整に入っています！！

燕市で初めての取り組みとなる、市民の皆さんと職員との協

働による白紙の状態からの条例づくり。市民検討会議での協

議もほぼ終了し、あとは最終調整を残すのみとなりました。

そこで、今回の会議では、市民検討会議が作成した条例素案

について、事前に市役所の各部署から行政側の視点で意見等を

提出してもらい、提出された意見等について、市民検討会議の

メンバーで話し合いを行いました。また、その協議結果を行政

側に伝えるという、いわゆる「意見のキャッチボール」です。

市民と行政がお互いにキャッチボールをしながら、より良い案

を考えるという手法も、とても大切なことだと思いました。

次回の会議が予定している最後の市民検討会議です。メンバ

ーの皆さん、２カ年にわたり

（学習会を含めれば３カ年）、

たいへんおつかれさまでした。

とホッとするのはまだ早く、

11月13日(土)に開催する市

民フォーラムでの市長への提

言に向けて、これからが最後

のがんばりどころです！

(仮称)まちづくり基本条例の検討

に関する詳しい内容は、市のホー

ムページからご覧いただけます。

●燕市トップページ > まちづくり

> まちづくり基本条例のページ

へ！

「燕市まちづくり基本条例市民検

討会議」や「協働のまちづくりかわ

ら版」へのご意見・ご感想を募集し

ています。
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●燕市の協働のまちづくりの推進に関する情報
をお届けしています。

●なぜ、まちづくり基本条例が必要なのでしょうか？
いま、私たちを取り巻く社会が急激に変化し、地域の課題が複雑化し

ています。そして、これまでの全国で横並びのまちづくりから、地域の

ことは地域で考え、地域の責任で決める、“自己決定・自己責任”によ

るまちづくりへと大きく変わり、全国で地域の特性を生かした様々な取

り組みが行われています。

まちづくりを地域で暮らすみんなの問題として考え、みんなが力を合

わせてまちづくりを行っている地域と関心が少ない地域とでは、今後、

地域の差が広がってしまうことになります。

そこで、どのような考えで、どのようにまちづくりを進めていくのか

明らかにして、そのためのルールを条例という形できちんと定めて、み

んなで共有していくことが重要です。

まちづくり基本条例は、より良いまちづくりをみんなの力で進めていくために必要なものです。

２面へつづく
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■ワークショップ テーマ (仮称)まちづくり基本条例素案の全体像と提言書の確認について

これまでの検討の成果をカタチにした条例素案の全体像を確認しよう！！

今回のワークショップでは、これまで各章に分けて検討してきた条例素案について、全体を通して確

認を行いました。前文については「人づくり」「夢」などの追加意見が挙げられたほか、市役所との「意

見のキャッチボール」を目的とした意見交換の中では、行政側の意見に対して「そういう考え方を規定

した方が良い」、「これまでの議論を踏まえると規定しない方が良い」など、いろいろな意見が挙げられ

ました。

※会議の資料やメンバーの意見など、詳しい内容は市のホームページからご覧いただけます。

編集後記

「会議の開催日までに資料が間に合わないー！」。今回もぎりぎりのスケジュールでしたが、会議に参加され

た皆さんから毎回のようにふりかえりシートで事務局に対する温かい言葉をいただき、大変感謝しています。

この取り組みの担当になって一番感じるのは、大勢の皆さんの意見を一つにまとめることの難しさです。だか

らこそ、みんなできちんと議論を積み重ねることが大切なんですよね。ついに次回が最後の会議です！！（す）

２面

委員の皆さんの声（ふりかえりシートより）

◎あなたが今日気づいたことは？

・大変良い意見交換ができた。

・文章にまとめることは難しく、大変なことだと感じ、
事務局に感謝しています。

・思うように意見が言えてよかった。

・住民投票は単純に決められない、安易なものでない
ことを改めて知りました。

・「燕市まちづくり基本条例に関する提言書」の資料
を見て、大変な作業をされているんだなと感心しま
した。ご苦労さまでした。

・再度、条例全体の見直しができてよかった。

◎あなたが今日うれしく思ったこと、満足したことは？

・段々、形になって来た事に喜びを感じます。

・充分意見が出せたこと。

・基本条例の完成度に満足しました。

・修正案について事務局より説明してもらって、大変
良く分かりました。

・自由に何でも言える雰囲気ができていることが満足
です。

◎その他

・条例案を一般市民にどのように周知徹底するか問題

・後は 10 月の「まとめ」を残すのみ・・・。委員の
皆さんご苦労さまでした。

◇条例素案の全体像についての意見 (アドバイザー)新潟大学 馬場准教授

条例素案の提言について
今回の提言書は、皆さんが今まで議論してき

たすべての意見を集約して掲載するものであり、
そして、最後に条例素案の形としてまとめると
いうものです。

その意味で、今まで検討してきた考え方は、
提言書を通じて、行政に対して明らかにされる
ことになります。

条例案の決定は市長、条例の議決は議会の役割
ここで、もう一度繰り返して皆さんに伝えな

ければならないのは、この提言書を出したとし
ても、提言書に載っている内容がすべて、必ず
しも 100 パーセント同じ条例にはならない可
能性もあるということです。

これまでの検討の意義
これまでも、繰り返しお話してきたことです

が、ポイントとしては、皆さんが議論した考え
方が条例に載るということ、若しくは伝わるこ
との方がずっと重要です。

これまで皆さんが検討し
てきたことは、市の政策過
程で言えば、政策の企画立
案の部分に参加していくこ
と、若しくは市民と行政が
協働で公共的課題を解決し
ていくということの、まさ
に端緒となるものだと考え
ています。

■まちづくり基本条例市民検討会議等の開催日程

●第16回 市民検討会議
10月9日(土)9:30～

吉田公民館 講堂(3階） 

提言書の最終確認 

市民フォーラムに向けた準備 
※会議はどなたでも傍
聴できますので、興
味のある方は、ぜひ
お越しください。 

●まちづくり基本条例 

市民フォーラム 

11月13日(土) 9:30～ 

吉田公民館 講堂(3階） 

市長へ提言書を提出 

提言内容の発表 など 

 


